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1	 九州支部理事会より	

○九州支部の２０１５年度支部総会・支部研究大会について	

	 日本物理教育学会九州支部２０１５年度総会・研究大会を下の要領で開催しました。多数の九州支部会員の皆

さんに参加いただき、有意義な会となりました。	

＜支部総会＞	

平成２８年３月５日（土）１２:３０—１３:３０	 於：熊本大学理学部	 3 号館 D201 講義室	

	 ＜支部研究大会＞	

	 平成２８年３月５日（土）１３:４５—１７:１５	 於：熊本大学理学部	 3 号館 D201 講義室	

	 主	 	 催：日本物理教育学会九州支部	

	 共	 	 催：日本物理学会九州支部	

	 後	 	 援：熊本大学・熊本県教育委員会・熊本市教育委員会	

	 研究発表：８件	

	 特別講演：「重力波初観測を受けて：その成果と意義」九州大学基幹教育院	 佐合紀親	氏	

	 表	彰	式	:	優秀発表賞(学生)および優秀発表賞(一般)	

	 情報交換会：引き続き熊本市街で情報交換会	

	

○本会委員会委員の改選について	

	 2015 年度に支部から選出されている本会委員会委員は下の通りです。（※印の委員が 2015 年度任期満了で交代

となる予定です）現在委員の交代について準備を進めているところです。確定しましたら追って支部会員の皆さ

んにお知らせ致します。新委員の本会理事会への通知は 5 月頃になる予定です。	

	

＜理	 	 	 	 	 	 事＞	 副島	 雄児（九州大学）2014/04～2016/03（次期継続予定）	

＜	編	 集	 委	 員	＞※越地	 尚宏（久留米工業高等専門学校）2014/04～2016/03	

＜ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ編集委員＞※田尾周一郎（九州大学）2014/04～2016/03	

＜評	 	 	議		 	 員＞※池田	 	 直（大分県立豊府中・高等学校）2014/04～2016/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 ※小島健太郎（九州大学）2014/04～2016/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 ※柴崎	 幸貴（西南学院中学校高等学校）2014/04～2016/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 秋山	 博臣（宮崎大学）2015/04～2017/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 井上	 哲秀（福岡県立小倉高等学校）2015/04～2017/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 緒方	 則彦（長崎県立長崎北陽台高等学校）2015/04～2017/03	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 福山	 隆雄（長崎大学）2015/04～2017/03	

＜教育課程検討委員＞	 柴崎	 幸貴（西南学院中学校高等学校）2015/04～2017/03	

	

	

 



○2015 年度支部会報の発行について	

	 昨年度初めての九州支部会報「九州の物理教育 Vol.1」発行に続いて、今年度も会報 Vol.2 を発行します。た

くさん投稿原稿をお寄せいただきありがとうございました。発刊次第、支部委員の皆様にお届けします。	

	

2	 本会理事会（第 3 回；2015/12/19）より	

	 3 月２６日（土）に、筑波大学付属高校にて今年度理事会が開催されました。主な議事をお知らせします。	

	

○２０１６年度の物理教育研究大会（於：新潟大学）について	

	 ２０１６年度年会（第 33 回物理教育研究大会）は、２０１６年６日（土）・7 日（日）、新潟大学五十嵐キャン

パス	 （図書館ホール、教育学部 204 講義室	 他）を会場として開催されることになりました。大会テーマは「ア

クティブラーニングを実現する物理教育」です。研究大会の開催内容は新潟支部のホームページ

https://sites.google.com/site/pesjniigata/に掲載されていますので参照ください。尚、前日の８月５日（金）

には、評議員会、支部長懇談会、および理事・評議員懇談会が開催されます。	

	

○法人化の見送りについて	

	 日本物理教育学会理事会では、ここまでの1年間程にわたって法人化について議論、検討がされてきましたが、

現時点では、さしあたって法人化は見送ることとなっています。本会理事会からの詳細な説明が、この後発行さ

れる会誌に掲載される予定です。	

	

３．その他	

○物理教育研シンポジウムの開催について	

	 ２０１６年３月２７日（日）１３:００～１６:３０、東京大学駒場キャンパス小柴ホールにて「アクティブラ

ーニングをどう活かすか」をテーマとしたシンポジウムが開催されました。物理教育におけるアクティブラーニ

ングとはどのようなものであるべきか、現状を踏まえた議論が行われました。このシンポジウムに参加して、九

州支部でもアクティブラーニングに関する研究会等を開催できればと感じました。今後支部理事会で検討したい

と思います。	

	

以上	
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